
 

 

                                                        資料２ 
 

第２分科会 

放課後の活用と子供の健やかな成長を 
（議論のたたき台（修正版）） 
－放課後子どもプランの全国展開－ 

 

 

 放課後子どもプラン（文部科学省と厚生労働省が来年度概算要求中）は、

子供の健やかな成長にとって非常に重要な事業であり、全国的に充実した

取組を行うことが求められている。 

 第１次報告に向けた具体的な検討事項は以下のとおりである。 

 

１．来年４月からの円滑な実施に向けて十分な準備を行う 

  来年４月からの全小学校区での円滑な実施に向け、地方自治体等関係

者は、事前の年次計画策定や施設･人員の確保、安全の確保と事故時の

対応、財政面での手当てなど充分な準備を行う。 

  また、国は、商工会議所、青年会議所、おやじの会など各種団体に働

きかけを行うなど必要なバックアップを行うとともに、実際の取組状況

をフォローする。 

 

２．関係者が連携して地域一体となって取り組む 

  学校、家庭だけでなく、自治体、ボランティア、地元企業、ＮＰＯ等

様々な関係者・団体が連携して、文字どおり地域が一体となった事業活

動を展開する。 

 

３．「縦割り行政」ではない現場中心の取組とする 

  霞ヶ関の縦割りを排して、現場の目線に立った効率的な事業とするた

め、現場レベルでは、例えば補助申請等の手続きを一本化したり、各地

域の実施体制（運営委員会、実行委員会）において地域リーダーを活用

し、真に実効のある実施体制とする。 

 

４．子供の興味・関心を引き付ける多様なプロジェクトを提供する 

（１）具体的なプロジェクト内容については、 

  ① 子供の創意工夫を活かした取組み 

  ② 祭りへの参加など地域の伝統、文化やスポーツ活動を支える取組

み 



 

 

  ③ 演劇、コーラス、写生をはじめとした芸術活動など子供の情操面

での成長にプラスになる取組み 

  ④ 自然体験活動、ボランティア活動、職業体験活動といった社会体

験活動などの取組み 

  など、子供の興味･関心を引き、学習意欲をかき立てるとともに、豊

かな心を育成するものとする。 

  （活動の例） 

  ○ 祭り 

地域と一体になって行う祭りの中で、言葉遣いや礼儀作法、協調性まで徹底的に

教えられる。また、伝統や文化に触れる中で、子供たちの情操も育まれる。 

 

   ○ 演劇 
演劇とは言葉の芸術･コミュニケーションの芸術である。演劇を通じ、言葉を話

すことの重要性を教え、話す能力を身に付け、そして、「読み･書き･話す」教育を

行う。 

演劇は総合芸術である。絵の好きな子は舞台芸術を、機械いじりの好きな子は照

明･音響を、自己表現の好きな子は俳優を、そして論理的な構成が好きな子は演出を

担当する。それぞれの子供の個性を活かして共通の主題を実現するための共同行動

が取れる。 

 演劇を「放課後子どもプラン」に取り入れることにより、地域の大人にも参加し
てもらえれば、自然に社会とのコミュニケーション・家庭とのバランスが取れる。

正課に取り上げても良い。 

  子供たちには、寸劇でいじめの問題を取り上げてもらう。この寸劇を通して「い
じめはなぜ起こるか？」「どう展開するのか？」「どういう衝突が起こるのか？」

を考える。 

実際の寸劇は起承転結で構成される。 

    起：子供たちの誤解が描かれる。 
    承：いじめの実態が描かれる。 
    転：間違いであることが理解される。 
    結：和解が成立し友情が成り立つ。 
     寸劇を演じる際には、いじめる側、いじめられる側を子供たちが交代で演じるこ

とによりそれぞれの立場を考え理解することができる。この寸劇を取り入れた「放

課後子どもプラン」がいじめ問題の解決の一助にもなる。 
 
 ○ダンス学芸会 

主役、脇役、音楽、ナレーション、照明、小道具、大道具など、自分の得意また

は自分にあった持ち場で力を発揮でき、自分の存在意義を感じることができる。 
特に脇役にまわる人は、その存在価値を理解できることは、大きな心の成長に繋



 

 

がる。 
ダンスとしたのは、音やリズムに合わせようとすることで、より集中力を要する。 
学校の中で生徒だけでなく、先生も一緒に出演または参加することで、深い信頼

関係を築くことができる。 
そして大切なのは、やるだけで満足するのではなく、心のこもった、息の合った

演技を見せることができれば、見ている人たちに元気を与えてあげられるというこ

とを気付かせてあげるべきである。 
 
 ○ 伝統文化体験プログラム 
    土・日曜日，夏休み等に地域が子供たちの伝統文化体験等の機会を設ける。大人

がボランティアとして参画することにより，子供たちに大人が関わっていることを

意識させるとともに，高校生が小学生を指導するなど，子供自身のボランティア参

画を促す。 

 

（２）また、様々な家庭や児童のニーズに配慮して、地域の実情に応じた

多様な取組みを確保する。 

（注）プロジェクトについては、下記のような視点から設定する。 

   ・親と子、祖父母や兄弟、親族等のきずなの重要性 

   ・生命継承の重要性 

   ・結婚・出産の重要性 

   ・妊婦や子供連れへの思いやり 

    ・読み聞かせ・子守歌 
 ・ふるさとの重要性 

 


